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結の故郷教育シンポジウムを開催

未来へつなぐまちづくり
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今月の国民の祝日

　１日水　天皇の即位の日
　３日金　憲法記念日
　４日土　みどりの日
　５日日　こどもの日

国旗を掲げましょう
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「令和」ｰ皆さんの思いを聞かせてください

新 し い 時 代 に 生 ま れてくる 君 へ 平 成 生 ま れ の 俺 たち か ら

大 正 生 ま れ の ワタ シ か ら

　
５
月
１
日
、
皇
太
子
さ
ま
が
新
天
皇
に
即
位
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
元

号
が「
令
和
」に
改
元
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
に
は
、「
人
々
が
美
し
く
心
寄

せ
合
う
中
で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
時
代
が
幕
を
開
け
る
市
内
で
、
皆
さ
ん
が
ど
ん
な
期
待
を
寄
せ
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
平
成
30
年
間
の
本
市
の
歩
み
を
特
集
で
紹
介
し
ま
す
。

問
　
秘
書
広
報
室 

（
☎
64
・
４
８
２
５
）

平 成 の大 野 史  3 0 年 間 の 歩 み

　市では、ホームページ上で 「あなたが選ぶ平成の大野史」 と題した市民アンケートを行いました。市が選んだ

平成の出来事の中から、皆さんが印象に残っているもの５つを選択方式で回答してもらいました。

　その結果、上位５位までの出来事をランキング形式で紹介します。

第１位
大野高校野球部
初の甲子園出場

平成２年８月

第２位▶福井国体・障スポ開幕。市内で４競技を実施（平成30年９月～10月）

第３位▶九頭竜で積雪301㌢。統計開始以来最高を記録（平成30年２月）

第４位▶大野市と和泉村が合併（平成17年11月）

第５位▶中部縦貫自動車道永平寺大野道路が全線開通（平成29年７月）

第５位▶福井豪雨。市内被害額は約12億円に（平成16年７月）

あなたが 選 ぶ  『 平成の大 野史 』 アンケート結果から振り返る

特 集 平 成 か ら令 和 へ 令和 / 平成 / 昭 和 / 大 正 / 明 治 / 慶 応 / 元治 / 文久 / 万 延 / 安 政 / 嘉永 / 弘化 / 天保 / 文 政 / 文化 / 享 和 / 寛 政 / 天 明 / 安 永 / 明 和 / 宝 暦 / 寛 延 / 延 享 / 寛保 / 元 文 / 享保 / 正徳 / 宝 永 / 元 禄 /貞 享 / 天 和 / 延 宝 / 寛 文 / 万治 / 明 暦 / 承 応 / 慶 安 / 正保 / 寛 永 / 元

令れ

い

和わ

へ
の

期
待

　市民の皆さんからの自由記載の一部を紹介し
ます。
・越前大野城が天空の城として有名になった
・勝原スキー場の廃業は悲しかった
・水の恵まれない国への募金活動。その善意でた
くさんの笑顔が生まれ名水大野の市民として本
当に良かった

・マイマイガの大量発生

新 元 号

幕
を
開
け
る
新
時
代
と
平
成
の
歩
み

　出産を迎える清水徳
のりこ

子さん（26歳）と
　夫の清水純さん（30歳）

令和元年６月出産予定

岡田亮太さん（28歳（右））　大野FC所属

　平成２年生まれ

鳥山秀俊さん（28歳（左））　大野FC所属

　平成２年生まれ

筒井真由美さん（56歳）　旅館経営

　昭和37年生まれ

前田良一さん（94歳）　税理士事務所経営

　大正13年生まれ

　改元日以降に市で取り扱う文書は、「令和」で表示します。
　なお、改元日以降も一部の申請書などで、「平成」の表示が残る場合があり
ますが、有効なものとして取り扱います。
　また、改元日以降に発送する納付書などの年度表示
も「平成31年度」と表示のまま送付する場合がありま
すが、その場合は「令和元年度」と読み替えてください。
　市民の皆さんが混乱しないよう、対応に万全を尽くしますので、ご理解を
お願いします。

アンケート結果
当時の広報おおのでも大きく報じました

■ 改元後の行政手続きってどうなるの？

今までと特に

変わりません！

昭 和 生 ま れ の 私 か ら

番外編

　各種統計資料から、平成30年間の本市における「人口」「降雪量」「地下水位」の各推移をグラフで紹介します。

市の統 計 資 料から振り返る
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※地表に近づくほど地下水が豊富

平成30年間の人口の推移 平成30年間の最深降雪量 平成30年間の地下水平均水位

資料：市民生活課 資料：気象庁 資料：湧水再生対策室

アンケートのご協力
　 ありがとうございました

市内で国体相撲競技を実施（平成30年）和泉村との合併協定調印式（平成17年） 中縦永平寺大野道路が全線開通（平成29年）

春日観測井
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田中 宏
ひろなお

直さん
（ＰＴＡ連合会　会長）

　ＰＴＡとして教育現場に携わる中で、
保護者の皆さんから学校の統廃合は良く

ない、学校がなくなるのは寂しいという意見を聞く一方で、大
きな中学校でも部活動が成り立たなくなっていたり、人数の少
ない小学校では複式学級だったりする現状があります。どういっ
た教育環境が理想なのか、私自身も考えたいと思い、パネリス
トとして参加させていただきます。
　学校の統廃合一つを考えても、「寂しい」「悲しい」という感情
的な意見や、「学校をどこに建てるのか、お金は」という議論に
なるのは当然のことです。しかし、今回はその議論を一旦抜き
にして、本来主役である子どもたちの目線に立ち、より良い教
育とは何なのか、深いところを考えていきたいです。
　今、お子さんが産まれた人や小さなお子さんを抱えている世
代の皆さんはとても関心の強い分野だと思いますが、子どもが
大きくなった世代や若年層の皆さんにもぜひシンポジウムに参
加していただき、市民全体で考えていけたらと思っています。

子が主役の教育環境づくりを

松田 匡
まさひろ

彦さん
（民間保育園保護者会連合会　会長）

大野が一番と言われる教育環境を

インタビュー／ Interview

子どもたちのより良い教育環境を

結
ゆ い

の故
く に

郷 教育シンポジウム

みんなで考えませんか？

５月12日日午後１時30分～４時／文化会館

年
、
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
私
た
ち
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
て

進
展
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
文
部
科

学
省
は
子
ど
も
た
ち
の「
生
き
る
力
」を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
ん
で
い
く
観
点
か
ら

学
習
指
導
要
領
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
自
分
に
対
す
る「
自
信
」を
持
っ
て
、
楽
し
く

学
校
に
通
い
、
学
力
や
体
力
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

市
が
目
指
す
教
育
環
境
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
一
緒
に

考
え
て
い
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
皮
切
り
に
、
小
中
学
校
や
保
育
所
、
幼
稚
園
、
各
地
区

で
順
次
、
教
育
環
境
な
ど
の
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

パネリストの皆さんに

■
結
の
故
郷
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

５
月
12
日
日
午
後
１
時
30
分
か
ら（
１
時
開
場
）

場
所　

文
化
会
館

内
容

①
基
調
講
演「
知
識
基
盤
社
会
に
生
き
る
子
ど
も
が
育
つ
学
校
を
創
ろ
う
」

　

講
師　

福
井
大
学
理
事
・
副
学
長　

松
木
健
一
さ
ん

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
と
は
」

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

福
井
大
学
理
事
・
副
学
長　

松
木
健
一
さ
ん

　

パ
ネ
リ
ス
ト　

▼
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

田
中
宏
直
さ
ん
、
巣
守
幸
代
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

▼
民
間
保
育
園
保
護
者
会
連
合
会　

松
田
匡
彦
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

▼
小
中
学
校
校
長
会　

勝
矢
和
宏
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

▼
教
育
委
員
会　

久
保
俊
岳（
教
育
長
）

そ
の
他　

入
場
無
料
。
当
日
は
託
児
室
を
設
置
し
ま
す（
事
前
申
込
必
要
）

問　

教
育
総
務
課 

（
☎
64
・
４
８
２
７
）

松木健一さん

近

　子を持つ親として、「教育」は関心の高
い分野です。これから小学校へ子どもを
送り出す世代として、自分たちから声を上げていかなければい
けないと思い、パネリストを務めさせていただきます。
　私は、廃校した森目小学校出身です。森目小は市内でもとり
わけ複式学級の先進と言われ、複式の中でも、質の高い教育を
受けることができたことを誇りに感じています。私自身、教育
環境が高いという土壌が既に大野にはあると思っています。全
国でも福井県の子どもたちは学力が高く、教育の先進地だと認
識しています。その中でも「大野が一番だよね」と言われる環境
を整えていくことが、今後の大野にとって必要なことではない
でしょうか。もし、大野が教育の一番の地になったら、外に出
た人も「大野で子育てすればいいやん」と言って帰って来てくれ
るかもしれませんね。何が子どもたちにとって良いのか、一番
大事なのか、みんなで議論できると良いと考えています。

上庄小学校入学式の様子
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中
部
縦
貫
自
動
車
道
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
末
ま
で
の
県
内
全

線
供
用
開
始
を
目
指
し
、
中
部
縦

貫
自
動
車
道
大
野
油
坂
道
路
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
全
線
開
通
後
も
、
県
内
区

間
は
全
線
無
料
で
通
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備
効
果

①
北
陸
・
中
京
・
関
西
・
関
東
を

結
ぶ
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

・
特
に
中
京
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

格
段
に
向
上
し
、
通
勤
圏
の
拡

大
や
交
流
人
口
の
増
加
が
期
待

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
結
び

付
き
が
強
ま
り
ま
す

・
名
古
屋
・
大
野
間
が
２
時
間
30

分
か
ら
２
時
間
10
分
に
短
縮
さ

れ
ま
す

②
広
域
的
な
迂
回
ル
ー
ト
と
冬
期

間
の
安
定
し
た
交
通
の
確
保

・
大
野
油
坂
道
路
は
ト
ン
ネ
ル
区

間
が
多
い
た
め
、
雪
の
影
響
を

受
け
に
く
く
、
道
路
の
形
状
も

良
い
こ
と
か
ら
、
冬
期
間
の
安

定
し
た
交
通
の
確
保
が
図
ら
れ

ま
す

③
観
光
客
の
増
加
や
市
場
の
拡

大
、
企
業
誘
致
、
雇
用
な
ど
産

業
振
興
へ
の
期
待

・
本
市
周
辺
を
訪
れ
る
県
外
か
ら

の
観
光
客
で
最
も
多
い
中
京
圏

か
ら
の
観
光
客
の
さ
ら
な
る
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
す

・
安
定
し
た
物
流
ル
ー
ト
の
確
保

に
よ
り
、
農
産
物
な
ど
の
出
荷

量
の
増
加
や
市
場
の
拡
大
、
企

業
立
地
の
促
進
、
働
く
場
の
確

保
が
図
ら
れ
ま
す

④
救
急
搬
送
の
時
間
短
縮

・
和
泉
地
区
か
ら
県
立
病
院
へ
の

搬
送
時
間
が
約
74
分
か
ら
約
47

分
に
短
縮
さ
れ
る
と
同
時
に
、

走
行
安
定
性
が
向
上
す
る
こ
と

で
、
搬
送
患
者
の
負
担
が
大
き

く
軽
減
さ
れ
ま
す

⑤
交
流
拡
大
と
災
害
時
の
相
互
応

援
の
強
化

・
よ
り
多
方
面
の
市
町
と
の
交
流

や
経
済
交
流
の
発
展
が
期
待
さ

れ
る
と
同
時
に
、
大
規
模
災
害

時
に
お
け
る
迅
速
か
つ
円
滑
な

応
援
・
受
け
入
れ
対
応
が
可
能

と
な
り
ま
す

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
春
の
金
沢
・
敦
賀
間

の
開
業
を
目
指
し
、
北
陸
新
幹
線

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
敦
賀
・
大
阪
間
の
ル
ー

ト
は
平
成
29
年
３
月
に
、
小
浜
京

都
ル
ー
ト
で
整
備
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
、
詳
細
な
ル
ー
ト
や
駅
の

調
査
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
の
整
備
効
果

①
日
本
海
側
に
新
た
な
国
土
軸

（
※
）を
形
成

・
日
本
海
側
の
国
土
軸
の
強
化
と

国
土
強
靭
化
を
実
現
し
、
災
害

時
に
お
い
て
は
、
東
海
道
新
幹

線
と
相
互
に
支
え
合
う
機
能
を

発
揮
し
ま
す

（
※
）背
骨
の
よ
う
に
貫
く
産
業
や
交
通

な
ど
の
有
機
的
な
つ
な
が
り
の
こ
と

②
生
活
範
囲
の
変
化
と
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
へ
の
期
待

・
東
京
や
大
阪
を
は
じ
め
沿
線
地

域
と
の
移
動
時
間
が
短
縮
す
る

こ
と
で
、
新
し
い
旅
行
先
が
選

択
で
き
る
一
方
、
本
市
を
旅
行

先
に
選
ん
で
も
ら
え
る
な
ど
、

観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
可
能

性
が
広
が
り
ま
す

・
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
や
友
人
と

の
往
来
や
、
帰
省
が
便
利
に
な

り
ま
す

③
移
住
や
二
地
域
居
住
へ
の
期
待

・
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
県
内
全

線
開
通
や
北
陸
新
幹
線
の
延
伸

に
よ
り
利
便
性
が
向
上
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
I

タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
の
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す

・
平
日
は
都
市
圏
で
仕
事
を
し
、

週
末
に
は
田
舎
暮
ら
し
を
す
る

「
二
地
域
居
住
」に
つ
い
て
も
、

増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す

未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

大
野
市
高
速
交
通
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
と
ま
る

　

市
で
は
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
県
内
全
線
開
通
と
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
開
業
の
前
後
ま
で

に
、
市
が
取
り
組
む
べ
き
事
柄
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
す
る
た
め
、「
大
野
市
高
速

交
通
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
～
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
、市
も
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

問　

総
合
政
策
課 

（
☎
64
・
４
８
２
４
）

■中部縦貫自動車道の整備

　県内全線開通により、中京圏
との結び付きがこれまで以上
に強まり、より一層の交流促進
が見込まれます。

整備される高速交通網と
それに向けて市が取り組むこと

重
点
道
の
駅

「（
仮
称
）結
の
故
郷
」の
整
備

　

令
和
３
年
早
期
の
供
用
開
始

に
向
け
、
整
備
を
進
め
て
い
る

道
の
駅
で
は
、
市
内
の
農
林
産

物
や
加
工
品
な
ど
の
販
売
、
飲

食
の
提
供
を
行
う
施
設
と
、
本

市
の
自
然
を
生
か
し
た
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
の

拠
点
と
な
る「
モ
ン
ベ
ル
シ
ョ
ッ

プ
」な
ど
、
本
市
へ
の
集
客
・
観

光
回
遊
促
進
機
能
を
持
つ
施
設

を
目
指
し
ま
す
。

　

現
在
、
道
の
駅
で
の
商
品
を

提
供
す
る「
産
直
の
会
」の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）産
業
団
地
の
整
備

　

令
和
２
年
度
に
産
業
団
地
の

一
部
を
、
３
年
度
に
全
体
を
分
譲

開
始
予
定
で
、
積
極
的
な
企
業
誘

致
を
進
め
て
お
り
、
市
内
の
雇

用
の
場
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

Ｌｅｔ‘ｓ　ＡＣＴＩＯＮ！

■北陸新幹線の整備

　東京を含む北関東方面との
産業や観光、文化交流の促進、
さらには敦賀・大阪間の早期開
業による経済効果が期待され
ています。

■市が取り組むこと

　市では、人の交流や物流の拡
大が見込まれるこのチャンス
を逃すことなく、皆さんととも
に、さまざまな取り組みを行っ
ていきます。

整備進む
高速交通網

具体的には、
「重点道の駅」や

「産業団地」の整備など！

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備

北
陸
新
幹
線
の
整
備

高
速
交
通
網
の
整
備
に
合
わ
せ
た

市
の
主
な
取
り
組
み

中部縦貫自動車道県内全線開通と
北陸新幹線敦賀開業に向けた本市のスケジュール

令和元年度
（今年度）

中部縦貫
自動車道

大野油坂道路開通
（国に要請）

敦賀開業
（政府・与党申し合わせ）

重点道の駅「（仮称）結の故郷」
供用開始（予定）

（仮称）産業団地
一部分譲開始（予定）

ラグビーW杯
2019

東京オリンピック・
パラリンピック

ワールドマスター
ズゲームズ2021
関西

（仮称）産業団地
分譲開始（予定）

北陸
新幹線

市の主な
取り組み

全国的な
イベント

令和２年度
（１年後）

令和３年度
（２年後）

令和４年度
（３年後）

令和５年度
（４年後）

中部縦貫自動車道建設促進福井県協議会 資料

福井駅から

福井県北陸新幹線レポート（創刊号） 資料

SDGs目標 №8.働きがいも経済成長も SDGs目標 №9.産業と技術革新の基盤をつくろう SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりを

用地取得の推進
建設工事に着手

建設工事
の推進

建設工事
の推進

早期全線開通
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■トラブルに遭わないために
　架空請求の手口は、宅配業者をかたる
メールや、大手通販サイトなどの成り済ま
しメールなど多種多様です。「連絡をとる
前に」「支払いをする前に」まずは相談を！
　また、情報通信関連のトラブルは、内容
によって対処法が異なります。
　電話勧誘の場合、セールストークに惑わ
されるため、即決を避けましよう。契約す
る場合、積極的に情報収集を行い、契約し
ようとする事業者の連絡先を自分で調べて
対応しましょう。
　通信販売は、クーリング・オフができま
せんので、注意が必要です。契約内容を確
認の上、注文しましょう。前払いのみの支
払方法は、要注意です！
　困ったとき、迷ったときは、周囲の人や
消費生活センターに相談してから判断しま
しょう。

５月は消費者月間
  ともに築こう
          豊かな消費社会

～誰一人取り残さない２０１９～

本年度消費者月間統一テーマ（消費者庁）

消費生活センターまでご相談ください！
と思ったら 188番へ

平成30年度
市内の年間消費者相談件数　284件

１位　はがきや封書による架空請求や電

話による還付金詐欺	 （107件）

２位　インターネット通販（化粧品・健康

食品・各種商品）　　　　		（37件）

３位　インターネット光回線契約	（21件）

４位　サイト利用料などの架空請求メール	

（15件）

５位　多重債務	 	（５件）

■気軽に相談を
　消費者相談センターでは、商品やサービスなど消費生活
全般に関する苦情や問い合わせを消費者から受け付けて、
公正な立場で処理に当たっています。また、消費者として
知っておくとよい知識や電話勧誘、訪問販売への対応方法
などが分かる消費者教育講座も随時行っています。
　気軽に問い合わせてください。

問　大野市消費者相談センター （市民生活課内 ☎64・4831）

　市では、消費者相談アドバイザーと消費生活モニターを委嘱しました。消費者相談アドバイザーは、複雑・多
様化する消費者問題に対し消費生活相談員に法律的なアドバイスを行います。消費生活モニターは、消費生活に
関する情報の提供や行政への意見・要望の提出などを行います。

消費者相談アドバイザー
（敬称略、任期４月１日～令和２年３月31日）
　滝本雅康、林美穂子
消費生活モニター

（敬称略、任期４月１日～令和３年３月31日）
　▶大野地区：山品弘子、兼井住子　 ▶下庄地区：島田登茂子、田中井昇
　▶乾側地区：南部眞澄　　　　　　 ▶小山地区：土屋久昇、廣作謙治
　▶上庄地区：山田惠智子、橋本盛夫 ▶富田地区：富田貴子、杉本敏子
　▶阪谷地区：山形美春、岸本さゆり ▶和泉地区：森尾喜久代
問　市民生活課 （☎64・4831）

　市では、交通指導員を委嘱しました。地域住民に対して
正しい交通ルールとマナーの啓発や指導を担当してもらい
ます。任期は４月１日から令和３年３月31日までです。
〇交通指導員

穴田正一、石川直明、岡崎佐採、加藤之英、加藤正徳、
川端吉昭、木谷実、小松光男、辻豊治、稲郷一朗、中兼
富貴栄、中村惠子、南部和子、西田與司男、前川博孝、
松田禮子、水谷光一、宮下保男、向川和彦、山口忠憲、
山腰とし子、山田太郎、山本正義 

（敬称略、五十音順、市職員は除く）
問　市民生活課 （☎64・4831）

福井市と「ふくい嶺北連携中枢都市圏」を形成

　皆さんがチャレンジしてみたい観光体験プログラムを作るための説明
会とワークショップを開催します。福井県全体の体験型観光プログラム
をまとめた冊子「ふくのね」に皆さんのプログラムを掲載しませんか。

大野の魅力を生かした観光体験プログラムを作ってみませんか

「あれ、おかしい？」

消費者相談アドバイザー・消費生活モニターを委嘱しました

交通指導員を委嘱しました

　４月１日に福井市が中核市に移行したことに伴い、
大野市は福井市と連携中枢都市圏の形成に係る連携協
約を締結しました。これは、福井市を含む嶺北11市町
が、一定の圏域人口を有し社会経済を維持するために

「ふくい嶺北連携中枢都市圏」を形成し、観光分野や交
通分野などで連携して事業を行い、人口減少社会の中
でも活力ある社会経済の維持を目指していくものです。
問　総合政策課 （☎64・4824）

嶺北11市町が連携して各種事業に取り組みます！

多かった相談トップ５（市内）

日時　５月23日木午後１時～３時
　30分
場所　結とぴあ
講師　㈱デザインスタジオ・ビネ
　ン　坂田守史さん

対象者　観光に興味がある人など
定員　20人　　
参加料　無料
問　観光振興室 （☎64・4817）

SDGs目標 №17.パートナーシップで目標を達成しよう

SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりを SDGs目標 №17.パートナーシップで目標を達成しよう

連携事業です！
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RUN ONO MEISUI 2019
５
月
26
日
日 

午
前
９
時  

市
役
所
前
ス
タ
ー
ト

　

本
市
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト『
越
前

大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
』が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、
コ
ー
ス
沿
線
の
交
通
規

制
へ
の
ご
協
力
と
ラ
ン
ナ
ー
へ
の
温
か
い

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
も
て
な
し

　

本
大
会
は
、
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
彩
り
運
動

　
　

４
月
下
旬
か
ら
各
地
区
が
プ
ラ
ン

タ
ー
で
花
の
苗
を
育
て
、
大
会
当
日
は

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
花
の
道
に
彩
り
、

ラ
ン
ナ
ー
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。
ま

た
、
手
作
り
の
看
板
を
作
成
し
、
ラ
ン

ナ
ー
を
応
援
し
ま
す

・
給
水
サ
ー
ビ
ス

　
　

コ
ー
ス
上
に
設
置
さ
れ
た
給
水
所
、

ス
ポ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
で
は
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
ラ
ン
ナ
ー
に
冷
た
い
名
水
提

供
と
声
援
を
送
り
ま
す

・
荷
物
預
か
り
所

　
　

市
内
中
学
生
が
元
気
な
あ
い
さ
つ

で
、
ラ
ン
ナ
ー
の
大
切
な
荷
物
を
預
か

り
ま
す

・
無
料
テ
ー
ピ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

　
　

柔
道
整
復
師
が
ス
タ
ン
バ
イ
し
、
ス

ト
レ
ッ
チ
や
テ
ー
ピ
ン
グ
な
ど
の
ケ
ア

を
無
料
で
行
い
ま
す

◆
会
場
周
辺
で
交
通
規
制

　

大
会
当
日
は
三
番
通
り
、
こ
ぶ
し
通
り
、

国
道
１
５
８
号
な
ど
、
会
場
と
な
る
市
役

所
や
コ
ー
ス
周
辺
を
通
行
止
め
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
周
辺
の
混
雑
を
避
け
る
た

め
、
六
間
通
り
か
ら
の
車
の
進
入
を
規
制

し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
大
会
当
日
に
市
役
所
時
間
外
窓
口

を
利
用
す
る
人
は
、
下
の
図
の「
義
景
集
会

所
」の
前
の
道
を
通
り
、「
結
と
ぴ
あ
」裏
の
大

会
関
係
者
駐
車
場
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室 

（
☎
65
・
５
５
９
２
）

◆
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
一
部
運
休

　

大
会
当
日
の
午
前
中
は
ま
ち
な
か
循
環

バ
ス
を
運
休
し
ま
す
。
午
後
か
ら
は
通
常

通
り
運
行
し
ま
す
。

問　

建
築
営
繕
課 

（
☎
64
・
４
８
１
５
）

交通規制へのご理解とご協力をお願いいたします

越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン午前6時00分～午後0時20分　通行止め

の箇所は通り抜けできません（　  のない
箇所にも看板や誘導員を配置します）

午前8時00分～午後0時20分　通行止め
午前7時30分～午後0時20分　通行止め

午前8時30分～正午　車輌全面通行止め

図書館
スタート

銀行

消防署 信用金庫

市役所

城下町南広場

結とぴあ

休日急患診療所

開成中

GS

小山小

上舌交差点

大野高校
有終南小

篠座神社

かえで通りかえで通り

オガ町通りオガ町通り 横町通り横町通り

七間通り七間通り
二
番
通
り

本
町
通
り

三
番
通
り

四
番
通
り

五
番     

通
り

寺
町
通
り

商工会議所

結ステーション

めいりん亀山

国
道
1
5
8
号

市役所

時間外窓口

大会関係者
駐車場

大会会場

結とぴあ

義
景

集
会
所

義
景

集
会
所

茜町 篠座

トンネル

時間外窓口案内

時間外窓口を
利用の人のみ通行可

八間通り八間通り

ＪＲ越美北線利用者にイベントで使える買い物利用券を配布します！！

　越美北線と乗合バスに乗る運動を進める会では、ゴールデン
ウイーク期間や市内のイベント開催日に、JR越美北線に乗って

「越前大野駅」または「九頭竜湖駅」で降車した人に、道の駅九頭
竜の売店やイベント会場で使える買い物利用券500円分を配布
します。ぜひ、JR越美北線を利用してください。
問　越美北線と乗合バスに乗る運動を進める会
　（建築営繕課内　☎64・4815）

ゴールデンウイーク期間
新緑シーズン

七間朝市山菜フードピア 九頭竜新緑まつり

共通事項

■補助金名　トップアスリート等招へい事業補助
■補助率　補助対象経費の10分の10
■補助上限額　10万円
■補助対象者　
・市スポーツ協会（旧体育協会）加盟団体
・市内スポーツ少年団
・市内の事業所、非営利団体または個人
※１団体当たり年１回限り

■補助対象事業　補助対象者が、トップアスリート
または一流指導者を招へいして行う、実技講習会、
講演会、研修会

■補助対象経費
・講師の謝金、旅費、宿泊費
・講師の派遣を依頼する場合の手数料
※教室などの参加料収入は補助対象経費から差し引
　きます

　競技者の競技力向上や指導者の資質向上を図るため、トップアスリートなどを講師として招へいして、
スポーツ教室などを開催する団体や個人を支援します。
問　スポーツ振興室 （☎65・5592）

トップアスリートなどの
招へいに支援します

補助事業を新設しました

配布期間　５月６日月振替休日まで、５月25日土・26日日
配布場所　和泉ふれあい会館内事務所（JR越美北線九頭竜湖駅横）
配布枚数　240枚
利用場所　道の駅九頭竜売店

配布月日　５月11日土・12日日
配布場所　JR越美北線越前大野駅
配布枚数　100枚
利用場所　七間朝市山菜フードピア会場内

配布月日　５月18日土・19日日
配布場所　JR越美北線九頭竜湖駅
配布枚数　300枚
利用場所　九頭竜新緑まつり会場内

配布対象　越前大野駅の場合　午前10時５分着、午後１時45分着の２便
　　　　　九頭竜湖駅の場合　午前10時49分着、午後２時20分着の２便
※七間朝市山菜フードピアの２日目（５月12日日）は、午前７時28分着、午前

10時５分着の２便で配布
※上記はすべて福井駅から大野方面へ向かってくる列車です

※女子１万㍍の
　日本記録保持者

ゲストランナーは
渋井陽子さん！！

SDGs目標 №3.すべての人に健康と福祉をSDGs目標 №3.すべての人に健康と福祉を

SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりを
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受　診

各 検種 診 ご 内の 案
５月から市の検診が始まります。

対象者には、５月上旬までに順次『受診券』を送付します。

自分自身の健康のために、検診に行きましょう。
※30歳以下の人や要介護・要支援認定者には受診券を送付しません。希望者は健康長寿課まで問い合わせてください

問　健康長寿課 （☎65・7333）

個 別 検 診 集 団 検 診

日程
生活習慣病健診 ５月１日水～令和２年３月31日火 ５月24日金～12月15日日（年間24回）

※検診通知に日程表を同封しています
※広報おおの市民カレンダーに毎月掲載しますがん検診 ５月１日水～令和２年２月29日土

会場 県内指定医療機関 結とぴあ、各公民館、文化会館など10会場

対象
年齢

生活習慣病健診 40歳以上　
※40～74歳は国保加入者に限る 生活習慣病健診 18歳以上

※40～74歳は国保加入者に限る

が
ん
検
診

肺がん 18歳以上

が
ん
検
診

肺がん 18歳以上
子宮頸がん 20歳以上 子宮がん 20歳以上
乳がん 40歳以上 乳がん 40歳以上
大腸がん 40歳以上（希望者は30歳代も可） 大腸がん 40歳以上（希望者は30歳代も可）

胃がん（バリウム） 40歳以上 胃がん（バリウム） 40歳以上
胃がん（カメラ） 50歳以上 胃がん（カメラ）
前立腺がん 50歳以上 前立腺がん 50歳以上

そ
の
他

肝炎
そ
の
他

肝炎 41歳（年度末年齢）

胃がんリスク検査
（ピロリ菌など）

胃がんリスク検査
（ピロリ菌など）

31、36、41、46、51、56、61歳
（年度末年齢）

個
別
検
診

都
合
の
良
い
日
程
や
会
場
な
ど
を
選
ぶ

集
団
検
診

県内指定医療機関

結とぴあ・公民館など ▼
▼

希望する医療機関に予約

胃・乳・子宮頸がんは要
予約（健康長寿課まで）

▼
▼

▼
▼

予　約

【持ち物】
①受診券
②健康保険証
③自己負担金

▼
▼

【
結
果
が
届
く
】

約
１
カ
月
後
に
結
果
を
郵
送

※
個
別
検
診
は
医
師
か
ら
直
接
説
明
を

受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●検診の受け方～医療機関や近くの公民館などで検診が受けられます

●日程・会場と対象年齢

●市の検診を活用しよう！

　市の検診（集団検診）では、受診にかかる費用の多くを助成しています。組み合わせて受診すると『人間ドック』
とほとんど一緒の項目を受けることができます。ぜひ活用してください。

受診項目の例 検査費用 自己負担額

男 性 生活・肺・胃（カメラ）・大腸・前立腺 約３万2000円 4000円

女 性 生活・肺・胃（カメラ）・大腸・子宮・乳 約４万3000円 5500円

毎月第１火曜日は
「健康プラスデー」

内容　▼測定タイム：体組成計によ
る測定(午前９時～午後６時)▼はつ
らつタイム：人気の運動講師が指
導（午前10時～11時）▼味わいタイ
ム：健康食の試食とレシピ配布（午
前10時30分～11時30分）▼カラリ
ハタイム：お口の筋力アップと歌っ
て体操（午後１時30分～２時30分）

対象　どなたでも
参加料　無料
その他　申込不要

保健センターに来ませんか！

気軽に
来てください

毎月第３火曜日は
「うららでやろまい会」

毎月第３木曜日は
「健康Happyタイム」

【各行事の共通事項】
　場所はいずれも保健センター（結とぴあ内）です。飲み物などを持参してく
ださい。
問　健康長寿課 （☎65・7333）

内容　若返りを目標にした月替わ
りの体操や脳トレーニングなど

（午前９時30分～11時30分）
対象　65歳以上の人
参加料　無料。ただし講座内で使

う教材などは個人負担
申込先　健康長寿課

内容　月替わりの健康チェックと
体操やレクリエーション （午前
10時～11時）

対象　どなたでも
参加料　無料
その他　申込不要

大型連休中の市のしごと
大型連休中の業務内容 （※1）

　「天皇の即位の日（５月１日）及び即位礼正殿の儀（10月22日）の行われる日を休日とする法律」が施行され、そ
れぞれの日が休日（祝日の扱い）となります。これに伴い、５月６日月振替休日まで市役所は休みとなります。こ
の期間中に取り扱う市の業務などは次のとおりです。

※１　市ホームページにも掲載しています
※２　業務は、戸籍・住民票などの証明書交付のみです（転入・転出などの住民異動手続きはできません）。なお、出生や婚姻、
　　死亡など戸籍の届け出は、休みの間も時間外窓口で受け付けます

区　　分
５/１ ５/２ ５/３ ５/４ ５/５ ５/６ ５/７

水 木 金 土 日 月 火

市 民 生 活 課 窓 口 ㊡ 午前８時30分～午後５時15分（※２） ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常

ご み 収 集 平常 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常

ビュークリーンおくえつ
ごみの受け入れ

（詳しくは26ページを見てください） ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常

休 日 急 患 診 療 所 午前９時～午後９時　内科・外科・小児科 ㊡

和 泉 診 療 所 ㊡ 午前９時～午後５時（内科） ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常

図 書 館 平常 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常

あたなの健康づくりをサポートします

【個別検診】

【集団検診】

SDGs目標 №3.すべての人に健康と福祉をSDGs目標 №3.すべての人に健康と福祉を
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●「
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」と
は

　

災
害
時
、
本
人
ま
た
は
家
族
の
支
援
だ
け
で
は

避
難
が
困
難
な
人
が
、
地
域
の
支
援
を
希
望
す
る

場
合
に
作
成
す
る
プ
ラ
ン
の
こ
と
で
す
。

●「
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」の
作
成
を

　

市
で
は
、
災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
人
が
避
難

す
る
と
き
に
備
え
て
、「
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」を
作

成
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
事
前
対
策
は
、
支
援
を
受
け
る
本
人
だ
け
で
な

く
、
支
援
す
る
人
の
身
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

４
月
下
旬
に
、避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
一
斉
更
新
・

新
規
作
成
を
依
頼
し
て
い
ま
す
の
で
、
既
に
作
成

済
み
の
人
は
変
更
の
有
無
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
新
規
に
作
成
す
る
人
は
必
要
事
項
を

記
入
し
、
自
主
防
災
組
織
ま
た
は
自
治
会
の
代
表

者
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
に
個
人
で
提
出
し
て
も
受
け
付
け
は
で

き
ま
せ
ん
。
な
お
、
プ
ラ
ン
の
様
式
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す

●「
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」の
作
成
推
奨
者

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

②
70
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
高
齢
者

③
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
要
介

護
者

④
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
ま

た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人

⑤
そ
の
他
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人

●「
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」に
記
載
す
る
内
容

　

家
族
構
成
、同
居
状
況
、緊
急
連
絡
先
、支
援
者
、

支
援
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
普
段
い
る
部
屋
な
ど

問　

防
災
防
犯
課 

（
☎
64
・
４
８
０
０
）

避難支援プランを作成しましょう

●
耐
震
診
断

　

市
か
ら
委
託
を
受
け
た
県
建
築
士
事
務
所
協
会

の
耐
震
診
断
士
が
自
宅
に
伺
い
、
平
面
図
な
ど
を

作
成
し
て
耐
震
性
の
有
無
を
診
断
し
ま
す
。

　

耐
震
診
断
費
用
お
よ
び
、
耐
震
性
が
不
十
分
と

分
か
っ
た
場
合
の
耐
震
診
断
士
に
よ
る
具
体
的
な

補
強
方
法
や
工
事
費
用
な
ど
の
補
強
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　

個
人
負
担
額　

５
０
０
０
円（
耐
震
診
断
の
結

果
、
補
強
プ
ラ
ン
の
作
成
が
不
要
と
な
る
場

合
は
２
５
０
０
円
）

※
事
前
申
請
が
必
要
で
す

●
耐
震
改
修

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
補
強
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た

人
が
行
う
耐
震
改
修
工
事
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
施
工
業
者
は
市
内
業

者
に
限
り
ま
す
。

　

補
助
金
額　

最
大
30
万
円
～
１
５
０
万
円（
耐

震
改
修
工
事
費
の
50
％
～
80
％
以
内
）

※
改
修
の
方
法
に
よ
り
変
動
あ
り
。
事
前
申
請
が

必
要
で
す

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
去

　

一
般
の
人
が
利
用
す
る
道
路
沿
い
で
、
倒
壊
の

危
険
性
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
去
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
施
工
業
者
は
市

内
業
者
に
限
り
ま
す
。

　

補
助
金
額　

除
去
費
用
の
２
分
の
１
ま
た
は
ブ

ロ
ッ
ク
面
積（
平
方
㍍
）に
４
０
０
０
円
を
掛

け
た
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
で
、
限
度
額

５
万
円

問　

建
築
営
繕
課 

（
☎
64
・
４
８
１
５
）

いつおきてもおかしくない大地震に備えて

ご自宅の耐震性を確認しませんか

狂犬病予防注射を受けましょう

　狂犬病予防集合注射の日程をお知らせ
します。生後91日以上の犬は、登録と
年１回の予防注射が義務付けられていま
す。６月までに必ず受けましょう。集合
注射を希望しない場合、動物病院で注射
を受けてください。登録もできます。

■手数料
登録済みの犬（注射手数料）
　▼3000円
未登録の犬（登録・注射手数料）
　▼6000円
鑑札をなくした場合（再交付手数料）
　▼1600円

※それぞれ１匹当たりの金額です。おつ
りのないように準備してください

月　日 時　間 場　所

５月９日木

午前９時～９時20分  亀山集会所

午前９時35分～10時５分 下庄公民館

午前10時20分～10時40分 庄林会館

午前10時55分～11時10分 中津川ふれあい会館

午前11時25分～11時40分 乾側公民館

午後１時30分～１時45分 阪谷公民館

午後２時～２時15分 南六呂師雲乗寺車庫前

午後２時30分～２時45分 松丸生活改善センター

午後３時５分～３時20分 森目集落センター

５月14日火

午前９時～９時15分 春日南部集会所

午前９時30分～９時45分 菖蒲池結和館

午前10時～10時30分 富田公民館

午前10時45分～11時５分 中休ふれあい会館

午前11時20分～11時40分 文化会館

午後１時30分～１時50分 小山公民館

午後２時５分～２時25分 上庄公民館

午後２時40分～２時55分 五条方集落センター

午後３時10分～３時25分 木本集落センター

５月19日日

午前９時～正 午 市役所北玄関前

午後１時30分～２時 和泉支所駐車場

午後２時35分～２時50分 五箇公民館

○次の場合は、連絡してください
　・飼い犬が死亡したとき（鑑札を返却）
　・飼い主が代わったとき
　・飼い主の住所が変わったとき

○首輪には必ず鑑札を
　迷い犬が増えています。飼い主が分か
るように首輪に鑑札を付けてください。
注射を受けた後、門標を交付しますので、
家の玄関に貼ってください

問　市民生活課 （☎64・4831）

○犬の登録
　飼っている犬の登録が済んでいない人は、必ず市に届け出ま
しょう。登録手続きには、市民生活課④の窓口へ来てください。
○「ふん」の始末
　放置されたふんは住民の迷惑になります。散歩中のふんは飼
い主が責任を持ち、必ず持ち帰って処分しましょう。川や水路
に流してはいけません。
○やめよう放し飼い
　近年、迷い犬が増加しています。散歩中に限らず、家でも必
ずリードなどでつないでください。
○咬

こうしょう

傷事故が起きたら
　咬傷（咬まれた傷）事故を起こした犬の飼い主は、必ず奥越健
康福祉センター（☎66・2076）へ届け出ましょう。

４月から６月までは
狂犬病予防注射月間です

注射済票のデザインを変更 守ろう　飼い主のマナー

　狂犬病予防注射済票のデザインが
新しくなりました。今年度は「黄色」
で「うぐピー」が印刷されています。

　昭和56年５月31日以前に建てられた木造住宅は、大地震に対して耐震性が不足している可能性があります。
市では木造住宅の耐震診断、耐震改修への支援をしていますので活用してください。また、道路に面したブロッ
ク塀の倒壊による事故防止や避難経路の確保のためのブロック塀などの除却費用にも支援しています。

大切な
愛犬を守るために

SDGs目標 №9.産業と技術革新の基盤をつくろう

SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりを

SDGs目標 №3.すべての人に健康と福祉を
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　第414回市議会定例会が、６月10日から26日までの
17日間開催されます。このうち本会議が開催されるの
は４日間です。本会議の開会時間は、いずれも午前10
時を予定していますが、開会前の会議により遅れる場
合もあります。
問　議会事務局 （☎64・4830）

本会議日程 審議などの内容
６月10日月  議案上程、提案理由説明

17日月  一般質問

18日火  一般質問、請願・陳情上程
26日水  各委員長報告、質疑、討論、採決

▼
企
画
総
務
部
政
策
局
長（
兼
）企

画
総
務
部
参
事
事
務
取
扱
・
川
端

秀
和
▼
産
経
建
設
部
理
事
・
齊
藤

清
英
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
長
・

清
水
啓
司
▼
消
防
本
部
消
防
長
・

飯
田
裕
人

▼
企
画
総
務
部
▽（
政
策
局
）総
合

政
策
課
長
・
真
田
正
幸
▽
総
務
課

長（
兼
）地
域
振
興
室
長
・
加
藤
嘉

一
▽
税
務
課
長
・
田
中
裕
美
子

▼
民
生
環
境
部
▽
上
下
水
道
課
長

（
兼
）下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
所
長
・

帰
山
寿
章
▼
産
経
建
設
部
▽
農
業

林
業
振
興
課
長（
兼
）六
呂
師
堆
肥

セ
ン
タ
ー
所
長
・
林
広
二
郎
▽
道

の
駅
推
進
課
長
・
村
上
一
幸
▽
幹

線
道
路
課
長
・
常
見
和
正
▼
教
育

委
員
会
事
務
局
▽
文
化
財
課
長

（
兼
）博
物
館
長
・
佐
々
木
伸
治

▼
議
会
事
務
局
次
長
・
山
田
明

美
▼
消
防
本
部
▽
次
長（
兼
）署

長
・
鳥
山
智
之
▽
次
長
補
佐（
兼
）

副
署
長（
兼
）消
防
訓
練
所
長
・

藤
田
康
司
▽
総
務
課
長
・
末
永
公

秀
▽
通
信
指
令
室
長
・
幅
岸
基
修

▼
企
画
総
務
部
▽（
政
策
局
）総

合
政
策
課
課
長
補
佐
・
加
藤

智
恵
▽（
政
策
局
）総
合
政
策
課

課
長
補
佐
・
澤
田
陽
彦
▽
総
務

課
契
約
管
理
室
長
・
帰
山
康
一

朗
▽
税
務
課
課
長
補
佐
・
坂
井

圭
▽
税
務
課
課
長
補
佐
・
養

老
伸
介
▽（
併
任
）
和
泉
支
所 

住
民
振
興
課
課
長
補
佐
・
大
倉

清
一
▼
民
生
環
境
部
▽
市
民

生
活
課
課
長
補
佐
・
臼
井
五
月

▽
福
祉
こ
ど
も
課
課
長
補
佐
・

多
田
桂
子
▽
上
下
水
道
課
課
長

補
佐
・
谷
喜
美
江
▽
上
下
水
道

課
課
長
補
佐
・
木
村
泰
啓
▼
産

経
建
設
部
▽
商
工
観
光
振
興
課 

観
光
振
興
室
長
・
中
島
綾
子
▽
道

の
駅
推
進
課
課
長
補
佐
・
山
崎
勝

彦
▽
道
の
駅
推
進
課
課
長
補
佐
・

五
十
川
秀
育
▽
建
設
整
備
課
課
長

補
佐
・
澤
田
誠
司
▽
建
設
整
備
課 

湧
水
再
生
対
策
室
次
長
・
荒
矢
大

輔
▽
建
築
営
繕
課
課
長
補
佐
・
山

田
努
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
▽
文

化
財
課
課
長
補
佐
・
林
俊
光
▽
大

野
公
民
館
長
・
松
森
浩
之
▽
図
書

館
長
・
乾
孝
子
▼
農
業
委
員
会
事

務
局
次
長
・
松
田
智
幸
▼
議
会
事

務
局
次
長
補
佐
・
岡
吉
男
▼
消
防

本
部
▽
総
務
課
課
長
補
佐
・
池
端

真
澄
▽
警
防
課
課
長
補
佐
・
齊
藤

隆
敏
▽
通
信
指
令
室
課
長
補
佐
・

阿
部
貴
生

▼
企
画
総
務
部
▽
税
務
課
・
上

野
浩
輝
▼
民
生
環
境
部
▽
市

民
生
活
課
・
幾
山
裕
介
▼
産
経

建
設
部
▽
商
工
観
光
振
興
課 

観
光
振
興
室
・
松
田
幸
貴
▽
農
業

林
業
振
興
課
・
石
田
信
悟
▼
教
育

委
員
会
事
務
局
▽
下
庄
公
民
館
・

末
永
大
和
▽
図
書
館
・
小
林
千
晶

▼
消
防
本
部
▽
福
井
県
消
防
学
校

派
遣
・
加
藤
克
彦
▽
福
井
県
消
防

学
校
派
遣
・
田
中
湧
人

部　

長　

級

課　

長　

級

課
長
補
佐
級

新　

採　

用

▽
山
田
靖
子（
教
育
委
員
会
事
務
局

長
）▽
松
本
耕
治（
消
防
本
部
消
防

長
）▽
前
田
伸
治（
税
務
課
長
）▽
清

水
悦
朗（
国
体
推
進
課
長
）▽
末
永

勝
士（
幹
線
道
路
課
長
）▽
仲
井
太

（
消
防
本
部
副
署
長
）▽
猪
嶋
久
枝

（
税
務
課
課
長
補
佐
）▽
阿
部
継
一

（
建
築
営
繕
課
課
長
補
佐
）▽
中
村

り
え
子（
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
室

長
）▽
山
村
和
美（
図
書
館
長
）▽
松

田
道
子（
あ
か
ね
保
育
園
）▽
村
元

宏
徳（
農
業
委
員
会
事
務
局
）▽
牧

田
紀
子（
農
業
林
業
振
興
課
）▽
水

丸
喜
之（
税
務
課
）▽
中
村
早
也
香

（
市
民
生
活
課
）▽
明
石
敬
子（
福
祉

こ
ど
も
課
）▽
山
本
久
大（
健
康
長

寿
課
）▽
石
田
信
悟（
農
業
林
業
振

興
課
）▽
幾
山
裕
介（
農
業
林
業
振

興
課
）▽
山
内
陽
子（
教
育
総
務
課
）

▽
山
川
和
利（
建
設
整
備
課
）

問　

総
務
課 

（
☎
64
・
４
８
２
０
）     

退
職
者（
３
月
31
日
付
）

平成31年度予算案などを可決
　３月４日から25日まで開催された第413回市議会定例会では、182億2900万円の平成31年度一般
会計予算案や「福井市及び大野市における連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の締結について」など
37議案が原案のとおり可決されました。また、予算に係る決議についての市会案１議案が可決されま
した。なお、「指定管理者の指定について」の３議案は否決されました。
　このほか、「人口減少対策特別委員会」と「未来へつなぐまちづくり特別委員会」が設置され委員が選任
されました。

定例市議会

 ６月定例市議会の日程をお知らせします

県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙
結
果

　

任
期
満
了
に
伴
う
県
知
事
・
県

議
会
議
員
選
挙
が
４
月
７
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

即
日
開
票
の
結
果
、
県
知
事
に

は
杉
本
達
治
氏（
無
所
属
・
56
歳
）

が
当
選
し
ま
し
た
。
ま
た
県
議
会

議
員
選
挙
の
大
野
市
選
挙
区（
定

数
２
）は
、
山
岸
猛
夫
氏（
自
由
民

主
党
・
71
歳
）と
兼
井
大
氏（
無
所

属
・
45
歳
）が
当
選
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
本
市
知
事
選
の
投
票
率

は
64
・
29
㌫
、
県
議
会
議
員
選
挙

大
野
市
選
挙
区
の
投
票
率
は
63
・

89
㌫
で
し
た
。

【知事選挙】
◎当日の有権者数
　男　１万3394人　女　１万4830人
　計　２万8224人
◎投票者数と投票率
　男　　　8669人（64.72㌫）
　女　　　9477人（63.90㌫）
　計　１万8146人（64.29㌫）
◎有効投票　１万8003票
◎無効投票　141票　◎その他　２票

【県議会議員選挙】
◎投票者数と投票率
　男　　　8618人（64.37㌫）
　女　　　9409人（63.46㌫）
　計　１万8027人（63.89㌫）
◎有効投票　１万7787票
◎無効投票　238票　◎その他　２票

【知事】

当　杉本達治        22万774票

　　（内大野市分  １万1116票）

　　西川一誠　  13万1098票

　　（内大野市分        5991票）

　　金本幸枝　　  ２万462票

　　（内大野市分          896票）

【県議会議員】

当　山岸猛夫 6338票

当　兼井大 5996票

　　山崎利昭 5453票

選挙の記録 候補者別得票数

市
の
人
事
異
動
・
消
防
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
で
、
総
勢
１
７
１
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た（
消
防
お
よ
び
退
職
者
を
含
む
）。
新
採
用
は
８
人
、
退
職
者

は
21
人
で
す
。

※予定のため、変更になる場合があります
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木

市民生活課窓口業務
　前8：30～後5：15
●ごみの休日受け入れ

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～2：30
　保健センター（結とぴあ内）
●狂犬病予防注射

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～2：30
　保健センター（結とぴあ内）
健康Happyタイム
　前10～11
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～2：30
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～2：30
　保健センター（結とぴあ内）

水

●ごみの祝日受け入れ

Jアラート全国一斉情報伝達
訓練
　前11

絵本の部屋
　前10～正午　図書館

３歳児健康診査
　後1～1：30
　保健センター（結とぴあ内）

火

健康プラスデー
　前９～後６
　保健センター（結とぴあ内）

ストレス相談（要予約）
　後２～４　結とぴあ
●狂犬病予防注射

介護予防自主講座うららで
やろまい会（要予約）
　前9：30～11：30
　保健センター（結とぴあ内）

１歳半児健康診査
　後1～1：30
　保健センター（結とぴあ内）

月

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～2：30
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～2：30
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～2：30
　保健センター（結とぴあ内）

日

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
●シバザクラまつり

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館

●狂犬病予防注射
九頭竜新緑まつり
　前９～後４　
　九頭竜国民休養地

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
普通救命講習会（要予約）
　前９～正午　消防署
●ごみの第４日曜日受け入れ
●越前大野名水マラソン大会

土

●シバザクラまつり

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
自然あそび
　後２：30～３:30　図書館
九頭竜新緑まつり
　前９～後４　
　九頭竜国民休養地

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
おはなし会
　後３～３：30　図書館

金

こどもの日
端午の節句

天皇の即位の日

民生委員・児童委員の日

家庭の日
食育の日

世界赤十字デー

青少年育成の日
沖縄本土復帰記念日

小満

憲法記念日

立夏
振替休日

１

８

15

22

29

人権相談・行政相談 16日 後１：30～３：30 結とぴあ ☎64・4820
（総務課)無料登記相談 ８日 後１：30～４ 結とぴあ

法律相談 ９・23日 後１～４ 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【法律関係】

要申込

【保健関係】
相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先

育児相談会 ８・22日 前10～11 保健センター（結とぴあ内） ☎65・7333
（保健センター）

育児不安解消サポート事業
（おひさま広場） 16日 前10～11：30 子育て支援センター

（結とぴあ内）
☎66・2076

（奥越健康福祉センター）

心の健康相談 15日 後２～３

奥越健康福祉センター ☎66・2076エイズ相談検査、B型・C型肝炎相談検査 ７・21日 前９～11

女性相談 ９・16・20・23・30日 前９～後５

補聴器相談 20日 前10～正午 結とぴあ ☎64・5142
（福祉こども課）

ピアサロン いちご会（え） ８・15・22・29日 後１：30～３：30 結とぴあ ☎69・1600
（障害者相談支援センター）

要予約

要申込

５

12

19

26

３

10

17

24

31

みどりの日

世界禁煙デー

４

11

18

25

●印の行事は別の紙面で詳しく記載しています。

消費者月間
水防月間
憲法週間（１日～７日）
児童福祉週間（５日～11日）
愛鳥週間（10日～16日）
禁煙週間（31日～６月６日）

■
■
■
■
■
■

国民の休日

６

13

20

27

７

14

21

28

２

９

16

23

30

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先

年金相談 23日 前10～後３：30 大野商工会議所 ☎0776・23・4518
（福井年金事務所）

結婚相談・女性悩みごと相談
（レディース・トラブル・バスター） ８・15・22日 ８日　後６～８

ほか　後１:30～３:30 結とぴあ ☎64・5142
（福祉こども課）

臨床心理士による教育相談 ９・16・23・30日 後１～５ 青少年教育センター ☎66・6650
（青少年教育センター）

心配ごと相談 ９・23日 前９～正午 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

【中小企業相談】（商工業に関する相談）

経営（工業） ８日 後１～４

大野商工会議所

☎66・1230

労働 10日 後１～４
金融（日本政策金融公庫・国民生活事業） 13日 前10～正午
法律 16日 後１～４
税務 22日 後１～４
司法書士相談 15日 後１～４
夜間相談 16日 後５～８
和泉地区相談会 ８日 前10～後３ （会場）和泉ふれあい会館

要申込
要申込

要申込
要申込
要申込

要予約

要予約

休館日
休日急患診療
（☎ 65・8999）

【診療科目】
　小 児 科  （日･祝日のみ）内科･外科

【診療時間】
　土 曜 日  後１～９（11・18・25日）
　日・祝日  前９～後９（１・２・３・４・５・６・12・19・26日）市民カレンダー5月 皐 月

さつき

施　設　名 休　館　日
学びの里「めいりん」 なし

公民館 １・２・３・４・５・６日

図書館 ３・４・５・６・13・19・20・27日

本願清水イトヨの里 ７・８・13・20・27日

歴史博物館・民俗資料館 なし

和泉郷土資料館 ７・８・13・20・27日

越前大野城 なし

笛資料館 ７・８・13・20・27日

武家屋敷旧内山家
なし

武家屋敷旧田村家

文化会館 13・20・27日

COCONOアートプレイス ７・８・13・20・27日

B&G海洋センター ６・７・13・20・27日

エキサイト広場 ７・８・15・22・29日

あっ宝んど 14日

うらら館 ７・13・20・27日

平成の湯 ７・８・14・21・28日

結とぴあ（有終会館） なし

各種検診日

実施日 時  間 会　場
24日 前８：30～10：30 下庄公民館
31日 前８：30～10：30 青少年教育センター

【生活習慣病健康診査・肺がん検診・前立腺がん検診・大腸がん検診・肝炎検査・ピロリ菌検査】

実施日 時  間 会　場
24日 後１：15～２：15 下庄公民館

【子宮頸がん検診（要予約）】　

実施日 時  間 会　場
24日 後１：15～２：15 下庄公民館

【乳がん検診（要予約）】　

問い合わせ先：保健センター（結とぴあ内）
（☎66・6631）

実施日 時  間 会　場
24日 前８：30～10：30 下庄公民館

【胃がん検診（要予約）】

各種相談日 ５月１日天皇の即位の日、５月３日憲法記念日、５月４日みどりの日、
５月５日こどもの日にはみんなで国旗を掲げましょう

要申込
要申込
要申込

今 月 の 納 税

軽自動車税　第１期
◆納期限  ５月31日（金）

★納税は、便利な口座振替をご利用ください

固定資産税　第１期
◆納期限  ５月７日（火）

♪上り４音チャイム♪
▼これは、Jアラートのテストです
　（３回繰り返し）
▼こちらは、大野市です
♪下り４音チャイム♪
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